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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一端に引手２の枢軸６を挿通する間隙部４７を有し、引手２の枢軸６を直接または間接
に収容可能な収容部４６を設けた引手取付杆１８を上翼板１５に片持状に固定し、挿通間
隙部４７を弾発状に閉鎖可能な閉鎖体２０を配設したスライダーにおいて、引手２は引手
本体４の裏面に一対の突出部５を突設し、突出部５の中央に枢軸６を架設し、突出部５の
外方端の隅角部９を支点として前後に揺動自在に形成し、揺動によって爪杆１９を上下動
させ、突出部５の外方端は少なくとも一方が開放された開放部７を形成した引手２を具備
してなることを特徴とする自動停止装置付スライドファスナー用スライダー。
【請求項２】
　引手本体４の突出部５は、引手取付杆１８の側面と略同等の長さで連続状に形成してな
る請求項１記載の自動停止装置付スライドファスナー用スライダー。
【請求項３】
　引手本体４は、突出部５間に胴体１の引手取付杆１８を揺動可能に収容してなる請求項
１記載の自動停止装置付スライドファスナー用スライダー。
【請求項４】
　引手本体４は、突出部５の外側縁部１０を支点として左右に揺動自在に形成してなる請
求項１記載の自動停止装置付スライドファスナー用スライダー。
【請求項５】
　引手本体４は、引手本体４の裏面に突出部５間の間隔で凹陥部８を形成してなる請求項
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１記載の自動停止装置付スライドファスナー用スライダー。
【請求項６】
　引手２は、引手本体４、突出部５、枢軸６を一体成形で一体に形成してなる請求項１記
載の自動停止装置付スライドファスナー用スライダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、衣服、鞄などの開口部に取り付けた自動停止装置付スライドファスナーに
おいて、引手は飾りボタンタイプの引手であって、装飾的要素を重んずる場合に用いる引
手後付けタイプの自動停止装置付スライドファスナー用スライダーに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、装飾的摘み部を備えた引手から形成されたスライドファスナー用スライダーが知
られている。例えば図７に示すように、表面に装飾板を固定した引手基板の裏面に２条の
脚部を設け、この脚部の下端に内方へ向けて隆起する係止部を設け、胴体の上面に設けた
引手取付杆に対し、引手基板を被覆し押圧して取付杆と係止部とをスナップ係合させる装
飾用スライダーが知られている。
【０００３】
　また、装飾的摘み部を備えた自動停止装置付スライドファスナー用スライダーが知られ
ている。例えば図８に示すように、胴体上面に対し板スプリングを載置した停止板を内装
したキャップを固定し、この停止板に上部がキャップの表面へ現出する四角環状の固定板
を装着し、この固定板に摘み部の収容部に刻設した固定溝を嵌入して摘み部を固定した自
動停止装置付スライダーが知られている。
【特許文献１】フランス特許発明第２２４８８０１号明細書
【特許文献２】ドイツ実用新案登録第２０１１９６０６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前述の図７に示した装飾用スライダーは、引手基板をスライダーの胴体へ取り付ける機
構が単なるスナップ係合機構であるから、引手基板に上方への引っ張り力が働くと簡単に
引手基板が引手取付杆から脱却する恐れがあり、引手基板を自由に揺動操作することがで
きないなど問題点がある。
【０００５】
　また図８に示した自動停止装置付スライダーは、スライダーの機構上、摘み部と固定板
とを別体に形成する必要があり、別体に形成することはスライダーの組立てが面倒であり
、またコスト高になる。さらにこのタイプの自動停止機構を備えたスライダーは、一度組
み立てると摘み部を交換することを望んでも取り替えることが不可能であるなど問題点が
ある。
【０００６】
　この発明は、上述の問題点を考慮して発明されたものであり、請求項１記載の発明は、
自動停止機構を備えたスライダー、引手は引手後付けタイプのスライダー専用の引手であ
って、装飾体を備えた飾りボタンの引手本体を、引手後付けタイプのスライダーに簡易に
取り付けることができ、かつまた飾りボタンの引手本体を一度胴体に取り付けた後で交換
を望んだとき、自由に引手本体を取り替えることができる自動停止装置付スライドファス
ナー用スライダーを提供することが主たる目的である。
【０００７】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、引手本体の裏面に設置する
突出部は、連続状に形成することで、引手本体を安定した状態でガイドして挿入し取り付
けることができ、特に停止爪杆を備えた自動停止装置付スライダーにおいては、引手本体
を爪杆によって胴体上へ押し付け、引手が妄りにふらつくことがない安定した状態で保持
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できる自動停止装置付スライドファスナー用スライダーを提供することが目的である。
【０００８】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、引手本体は裏面に形成した
突出部間に胴体の引手取付杆を円滑に揺動できるように収容した自動停止装置付スライド
ファスナー用スライダーを提供することが目的である。
【０００９】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明に加え、引手本体は裏面に形成した突出部
の外方端の隅角部、また突出部の外側縁部を支点として、スライダーの前後方向および左
右方向に揺動できる自動停止装置付スライドファスナー用スライダーを提供することが目
的である。
【００１０】
　請求項５記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、引手本体は余裕をもって胴
体の引手取付杆を収容し、取り付けることができる自動停止装置付スライドファスナー用
スライダーを提供することが目的である。
【００１１】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の発明の目的に加え、引手を頑丈で変形ができな
い形態に形成し、引手の操作を円滑かつ的確に行える自動停止装置付スライドファスナー
用スライダーを提供することが目的である。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記の目的を達成するため、この発明のうち請求項１記載の発明は、スライダーの一端
に引手２の枢軸６を挿通することができる間隙部４７を有し、かつ引手２の枢軸６を直接
または間接に収容することができる収容部４６を設置した引手取付杆１８を胴体１の上翼
板１５の上面に片持状に固定し、枢軸６を挿通できる間隙部４７を弾発的に閉鎖できる閉
鎖体２０を挿通用の間隙部４７に配設したスライダーにおいて、引手２は引手本体４の裏
面に一対の突出部５を突設し、この突出部５に引手取付杆１８の収容部４６に収容できる
枢軸６を架設し、平行状かつ連続状に突設した突出部５の外方端の隅角部９を支点として
スライダーの前後方向へ自由に揺動できるように形成し、この揺動によって爪杆１９を上
下動させ、突出部５の外方端は少なくとも一方が開放された状態の開放部７を形成して引
手本体４を引手取付杆１８に簡易に装着できる引手２を具備した自動停止装置付スライド
ファスナー用スライダーを主な構成とするものである。
【００１３】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、胴体１の引手取付杆１８に
取り付ける引手本体４の突出部５は、引手取付杆１８の側面と略同等の長さをもって連続
状に形成した自動停止装置付スライドファスナー用スライダーである。
【００１４】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、引手本体４は裏面に形成し
た平行状の突出部５間に胴体１の引手取付杆１８を自由に揺動できる状態に収容した自動
停止装置付スライドファスナー用スライダーである。
【００１５】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、引手本体４は裏面に形成し
た平行状の突出部５は、その外側縁部１０を支点として、スライダーの左右方向に自由に
揺動できるように形成した自動停止装置付スライドファスナー用スライダーである。
【００１６】
　請求項５記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、引手本体４は引手本体４の
裏面に平行状に形成した突出部５間に引手取付杆１８が収容できる凹陥部８を形成した自
動停止装置付スライドファスナー用スライダーである。
【００１７】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の発明の構成に加え、引手２は引手本体４、突出
部５、枢軸６の三部位を一体成形手段で一体に形成した自動停止装置付スライドファスナ
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ー用スライダーである。
【発明の効果】
【００１８】
　この出願の発明の効果として、請求項１記載の発明は、一端に引手の枢軸を挿通する間
隙部を有し、引手の枢軸を直接または間接に収容可能な収容部を設けた引手取付杆を上翼
板に片持状に固定し、挿通間隙部を弾発状に閉鎖可能な閉鎖体を配設したスライダーにお
いて、引手は引手本体の裏面に一対の突出部を突設し、突出部の中央に枢軸を架設し、突
出部の外方端の隅角部を支点として前後に揺動自在に形成し、揺動によって爪杆を上下動
させ、突出部の外方端は少なくとも一方が開放された開放部を形成した引手を備えたこと
によって、下記の効果を奏する。
【００１９】
　スライダー胴体に対し引手を簡易に装着させることができ、かつ引手本体とその裏面に
設けた突出部とによって、引手取付部を完全に隠蔽し意匠的にも優れたスライダーに仕上
げられ、そのうえ引手本体を胴体に対し前後方向に自由に揺動させることができるから、
引手の引張り操作が円滑に行うことができる。さらにスライダーの適用範囲の拡張が図れ
、使用中でも簡単に引手を取り替えることができる効果がある。
【００２０】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、引手本体の突出部は、引手
取付杆の側面と略同等の長さで連続状に形成したことによって、引手本体を自動および自
由のいずれのスライダーに対しても、引手取付杆へ安定した状態でガイドして挿入し取り
付けることができ、特に爪杆を備えた自動停止装置付スライダーにおいては、引手本体を
爪杆によって胴体上へ押し付け、引手本体が妄りに揺動することがなく安定した状態で保
持できる効果がある。
【００２１】
　請求項３記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、引手本体は、突出部間に胴
体の引手取付杆を揺動可能に収容したことによって、引手本体を安定した状態で固定でき
、かつ揺動ができるので、スライダーの摺動操作を円滑に行うことができる効果がある。
【００２２】
　請求項４記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、引手本体は、突出部の外側
縁部を支点として左右に揺動自在に形成したことによって、引手本体を胴体に対し左右に
自由に揺動できるので、引手の引張り操作が円滑に行うことができる効果がある。
【００２３】
　請求項５記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、引手本体は、本体の裏面に
突出部間の間隔で凹陥部を形成したことによって、引手本体の裏面を有効に活用して引手
取付杆を余裕をもって収容し、引手本体を小型化できる効果がある。
【００２４】
　請求項６記載の発明は、請求項１記載の発明の効果に加え、引手は、引手本体、突出部
、枢軸を一体成形で一体に形成したことによって、引手を頑丈に形成することができ、か
つ引手の取付けが簡易に行うことができる効果があるなど、この発明が奏する効果は顕著
である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　この発明の自動停止装置付スライドファスナー用スライダーは、引手後付けタイプの自
動停止装置付スライダーの引手であり、引手２は各種形状の引手本体４の裏面に一対の突
出部５を平行状に突設し、この一対の突出部５に胴体１の引手取付杆１８の収容部４６お
よび爪杆１９の作動凹部３９に挿通できる枢軸６を架設し、突出部５の前後両端は開放さ
れた開放部７を形成し、また突出部５間の裏面に引手取付杆１８の上側を収容できる凹陥
部８を設け、これらの引手本体４、突出部５、枢軸６を亜鉛合金、アルミニウム合金など
の金属素材を用いてダイカスト成形によって一体成形して作製する。
【００２６】
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　引手後付けタイプの自動停止装置付スライダーは、胴体１の上翼板１５の上面に、先端
が引手本体４に設けた枢軸６が挿通できる間隙部４７を設けた引手取付杆１８を片持状に
固定して収容部４６を設け、引手取付杆１８の内部に停止爪３８を有する爪杆１９を内装
し、爪杆１９は後口側に作動凹部３９を設けて間接的に枢軸６を収容部４６に収容し、作
動凹部３９の反対側にスプリング４１を弾接して停止爪３８をエレメントガイド溝５５へ
突出させ、上翼板１５の上面には引手取付杆１８の幅寸法で後口部２８から引手取付杆１
８の基部４３まで凹部３６を設け、この凹部３６に引手取付杆１８の端部に設けた間隙部
４７を閉鎖する閉鎖体２０をスプリング３２を介在させて間隙部４７へ内側から弾接させ
るスライダーである。
【００２７】
　引手２をスライダーに組み込むには、引手本体４の枢軸６を引手取付杆１８の間隙部４
７から閉鎖体２０を内側へ押圧して、枢軸６を爪杆１９の作動凹部３９および収容部４６
へ押入してセットすればスライダーは完成する。
【実施例１】
【００２８】
　図１に示す実施例１の自動停止装置付スライドファスナー用スライダーは、引手後付け
タイプの自動停止装置付スライダーであり、スライダーの胴体１は上翼板１５と下翼板１
６とを案内柱１７で連結し、上翼板１５の上面で案内柱１７の上側に一対の取付片２１を
立設し、この取付片２１の基部から後口部２８に向けて爪杆１９が遊嵌できる爪孔２２を
設け、この爪孔２２から後口部２８にかけて引手取付杆１８と同一幅の凹状の摺動凹部２
３を凹設して閉鎖体２０が摺動できるように形成し、摺動凹部２３の側壁に閉鎖体２０の
両側に突設した突条３１を嵌入できる案内溝２４を設け、一方の案内溝２４にはコイル状
のスプリング３２が挿入できる挿入溝２５を併設し、挿入溝２５にスプリング３２を配し
て一端を閉鎖体２０に弾接して閉鎖体２０を外方へ弾発させる。
【００２９】
　取付片２１には、ピン５３が挿通できる軸孔２６を設け、ピン５３は爪杆１９に設けた
軸孔３７および引手取付杆１８に設けた軸孔４５にそれぞれ挿通する。取付片２１の両外
側の根元には引手取付杆１８の基部４３を嵌入して固定できる取付溝２７が設けてある。
また摺動凹部２３の後口部２８の外側に小突起３０を突設して摺動凹部２３へ圧潰するこ
とによって、摺動凹部２３に配される閉鎖体２０が摺動凹部２３から脱落するのを防止す
る。
【００３０】
　爪杆１９は全体が二叉状に形成され、一方の端部には停止爪３８が曲設され、基部分に
軸孔３７を設けるとともに、基部分が凹状に切欠された部位に、引手２の枢軸６が挿入で
きる作動凹部３９を設け、また基部分の外端には胴体１との間に配されるスプリング４１
と弾接する当接部４０を設け、停止爪３８を常時エレメントガイド溝５５へ突出させる。
【００３１】
　閉鎖体２０は、爪杆１９の作動を妨害しないように先端が分岐した窓孔３３を設け、一
端には引手取付杆１８と胴体１上面に形成する間隙部４７を閉鎖できる閉鎖部３４を隆起
状に設け、他端には引手２の枢軸６の通過を阻止するための突起部３５を設け、常時は引
手取付杆１８の突部５０とで枢軸６の脱出を阻止する。また上面中央には枢軸６を仮収容
できる凹部３６を凹設し、両側壁には突条３１を設けて案内溝２４に挿入する。
【００３２】
　引手取付杆１８は、内側が空洞化した空洞部４４から形成された側面形状が略鍵形で先
端が内向に曲折した形状を呈し、一端の基部４３は胴体１の取付片２１を収納し、下端を
取付片２１の根元に設けた取付溝２７に嵌入し片持状に固定する。引手取付杆１８の先端
の端部４９は胴体１の後口部２８との間に間隙部４７が形成されるように形成し、中央に
は引手２の枢軸６を収容できる円弧状の収容部４６を設け、かつ収容部４６と端部４９と
の間に枢軸６を仮収容できる円弧状の退避凹部４８を設け、収容部４６と退避凹部４８と
の間に突部５０を設けて常時は閉鎖体２０の突起部３５とで枢軸６の脱出を阻止する。
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【００３３】
　引手２は、図３に示すように、円弧状の引手本体４の裏面に平行状に連続して突出する
一対の突出部５を設け、この突出部５の中央に引手取付杆１８と胴体１の後口部２８との
間に形成した間隙部４７を通過でき、かつ爪杆１９の作動凹部３９に挿通できる枢軸６を
架設する。引手本体４の裏面で突出部５間に引手取付杆１８の上側表面を遊嵌できる凹陥
部８を設け、一対の突出部５の両端は開放された開放部７を設けて、引手本体４を引手取
付杆１８に対する装設を容易にする。また突出部５の両端の隅角部９は引手２を取り付け
、スライダーの前後に揺動させるとき支点となるように形成する。さらに一対の突出部５
の両外側縁部１０は、引手２をスライダーの左右に揺動させるとき支点となるように形成
し、引手２の操作を円滑に行う。
【００３４】
　なお引手本体４の形状または表面の装飾部１１は随意に採択でき、例えば図６に示すよ
うに引手本体４にアリ溝または下辺が拡がる透孔５４を設けて、引手本体４の表面に硬質
プラスチックまたは軟質プラスチックを被着して装飾部１１を成形した引手２を作製する
こともできる。
【００３５】
　スライダーの組み立ては、図１に示すように最初に閉鎖体２０をスプリング３２を介在
させて、上翼板１５上の摺動凹部２３に沿って挿入し前進させた後、摺動凹部２３に沿っ
て挿入し前進させた後、摺動凹部２３の入口両側に設けた小突起３０を摺動凹部２３に向
けて圧潰し、閉鎖体２０の脱落を防いで収容する。次に取付片２１間に爪杆１９を収納す
るとともに、当接部４０と胴体１との間にスプリング４１を配し、その上方から引手取付
杆１８を被覆し、基部４３を取付溝２７に嵌入するとともに、取付片２１の軸孔２６、爪
杆１９の軸孔３７および引手取付杆１８の軸孔４５を整合させてピン５３を挿通して、か
しめ固定することによりスライダーを組み立てる。
【００３６】
　組み立てられたスライダーに引手２を取り付けるには、図２に示すように、引手取付杆
１８の間隙部４７側から引手本体４の一対の突出部５を挿入し、枢軸６によって閉鎖体２
０を内方へ押圧し、枢軸６を閉鎖体２０の凹部３６に仮収容し、さらに閉鎖体２０を押し
込むと、閉鎖体２０が停止し、凹部３６に収容された枢軸６が、突起部３５を乗り越える
と同時に、爪杆１９の端部を押し上げて枢軸６は爪杆１９の作動凹部３９に挿入させるこ
とにより、引手取付杆１８の収容部４６へ収容して引手２は組み込まれ、閉鎖体２０はス
プリング３２の弾力により初期の位置に復帰する。また、引手本体４は爪杆１９の一端に
配したスプリング４１によって、爪杆１９は作動凹部３９を下方へ付勢させると同時に、
引手本体４の枢軸６を胴体１の上翼板１５上へ押し付ける形になり、これにより引手本体
４の突出部５を上翼板１５上へ圧接するため、引手本体４は妄りに揺動することがない。
【００３７】
　スライダーの引手操作は、図４，５に示すように、引手本体４の前端または後端を摘み
上げて引手取付杆１８内に配設した爪杆１９を持ち上げることにより、停止爪３８をファ
スナーエレメントから脱却させ、スライダーを前後方向へ摺動させることができる。また
使用中に引手２を交換したいときは、閉鎖体２０を尖鋭な道具で押し込んで、引手本体４
の後口側を持ち上げて、枢軸６を閉鎖体２０の凹部３６に移動させて、閉鎖体２０を初期
の位置へ戻すことにより、枢軸６を引手取付杆１８の退避凹部４８に移し、引手本体４の
後端を持ち上げたまま、閉鎖体２０を押圧して枢軸６よりも奥へ前進させると枢軸６を取
り外すことができ、引手を交換することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　この発明の自動停止装置付スライドファスナー用スライダーは、装飾的要素を重視した
衣服、鞄などの開口部の止具として用いる自動停止装置付スライドファスナー用スライダ
ーであり、引手に装飾デザインを施し、ワンポイントとして使用する各種の飾りボタンタ
イプの引手であり、使用中に飾りボタン的な引手を交換したいとき自由に交換できる機構
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を備えた、引手後付けタイプのスライダーの引手として活用する。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】実施例１の引手後付けタイプの自動停止装置付スライダーの分解斜視図である。
【図２】同上スライダーの断面図である。
【図３】引手の裏面斜視図である。
【図４】引手の後端を操作したときの自動停止装置付スライダーの一部切欠した側面図で
ある。
【図５】引手の前端を操作したときの自動停止装置付スライダーの一部切欠した側面図で
ある。
【図６】装飾引手を備えた自動停止装置付スライダーの一部切欠した側面図である。
【図７】公知の装飾的引手を有する自由スライダーの断面図である。
【図８】他の公知の装飾的引手を有する自動停止装置付スライダーの分解斜視図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１　　　　　　胴体
　２　　　　　　引手
　４　　　　　　引手本体
　５　　　　　　突出部
　６　　　　　　枢軸
　７　　　　　　開放部
　８　　　　　　凹陥部
　９　　　　　　隅角部
１０　　　　　　外側縁部
１５　　　　　　上翼板　
１７　　　　　　案内柱
１８　　　　　　引手取付杆
１９　　　　　　爪杆
２０　　　　　　閉鎖体
４６　　　　　　収容部
４７　　　　　　間隙部
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